
【職業実践専門課程認定後の公表様式】
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資格・検定名 種別 受験者数 合格者数
JATI認定トレーニング指導者 ③ 17人 8人
健康運動実践指導者 ③ 6人 3人
フィットネスクラブマネジメント技能検定3級 ③ 23人 14人
HITA認定　リラクゼーションセラピスト ③ 14人 11人
日本ストレッチング協会認定ストレッチングトレーナーパートナー ③ 17人 17人

人
人
人
％

％

（令和 3

11 名 11 ％

28人17人7人０人132人160人

（例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等

ボランティア活動、各学校行事実行委員

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか
記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

　
■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
評価の基準：シラバスに定められた基準に基づき、100点法で素点
を出し、それを20で割り四捨五入した5点法に換算する。
評価の方法：試験、レポート、履修状況等を総合的に勘案して行
う。

長期休み

■学年始：4月1日～4月11日
■夏　 季：7月16日～8月28日
■冬　 季：12月20日～1月11日
■学年末：2月16日～3月31日

卒業・進級
条件

本校に修業年限以上在学し、所定の単位を修得し校長に卒
業を認められた者に、卒業の認定を行う。卒業に必要な単位
数は科目配当表に示すとおりとする。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

（別紙様式４）

令和5年4月1日 ※1
（前回公表年月日：令和○年○月○日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

沖縄リゾートアンドスポー
ツ専門学校

令和2年3月23日 萩原　知子
900-0011
沖縄県那覇市上之屋1-3-13
098-851-3156

学校法人三幸学園

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

昭和60年3月8日 昼間　一彦
113-0033
東京都文京区本郷三丁目23番16号
03-3814-9641

文化・教養 文化・教養専門課程 スポーツトレーナー科 令和3年度文部科学省認定 ―

学科の目的
「世の中の困難を希望に変える」をミッションとし、学校教育法に基づき、スポーツ業界に従事しようとする者に必要な実践的かつ専門的な知識、技能を教
授することによって、明日のスポーツ業界を担う人材を養成することを目的とする。

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 令和2年3月23日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0 19
単位

生徒総定員 生徒実員 留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
62 57 10 6

100■就職率　　  　　　 　　　　：
■卒業者に占める就職者の割合

： 96

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応
担任制を取り、心身の健康問題、学校生活上の諸問題について早
期発見・対応できるよう、個人面談等を実施している。また出欠席
の状況等について、必要に応じて適宜保護者とも共有を図り、連携
体制を整えている。

■サークル活動： 無

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　1人

身だしなみ指導・履歴書添削・面接指導・ビジネス文書

総合スポーツクラブ、フィットネスクラブ、パーソナルトレーニン
グジム、社会人スポーツチーム、接骨院・整形外科などのス
ポーツ・健康業界

（令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

令和3年4月1日時点において、在学者104名（令和3年4月1日入学者を含む）
令和4年3月31日時点において、在学者93名（令和4年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

進路変更・経済的問題・心身的問題

就職等の
状況※２

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

■卒業者数 26
■就職希望者数 25

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

■就職者数 25

■中退防止・中退者支援のための取組
　・入学前に新入生、保護者に対して、学校生活や授業就職についての説明会を実施。
　・出席状況や生徒状況に応じて、保護者連絡を行ない家庭と学校の連携を深めている。
　・担任や役職者が早期に面談を実施。



受審年月：

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.sanko.ac.jp/okinawa-sports/course/trainer/

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映し
た内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、
それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」
「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進学
状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同
時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的な学
修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度： 有
※有の場合、制度内容を記入

特待生制度：面接試験等の結果に応じて年間5～50万円の授業料免除。三幸学園給付奨学金&学費納入制度：「給付奨学金」&「授業料減免」制度を活用し入学手続時に
必要なのは入学金相当金10万円のみで対応できる制度。

■専門実践教育訓練給付： 非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体： 0 0
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ 0



種別

①

③

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

資格・検定を取得することで学んできた知識や技術の証明となり、また就職活動や、キャリアの幅も広がることから、より取
得率・合格率の向上させられる授業展開を実施頂きたいとご意見を頂いたことなどを踏まえて、令和4年度より資格・検定
のリファレンスガイドを作成し、各授業教科において関連する資格を明確化し、1年生の授業から計画的に対策や動機付け
をできるようにカリキュラム、シラバスを見直し反映した。栄養関係の授業の充実に関して頂いたご意見に関しては、令和5
年度からのカリキュラム企画時に、どのように反映するかを検討する。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

小川　大輔 沖縄リゾートアンドスポーツ専門学校　副校長
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

名　前 所　　　属 任期

磯谷　貴之 日本トレーニング指導者協会九州沖縄支部　委員
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

企業等との連携を通じて必要な情報の把握・分析を行い、実践的かつ専門的な職業教育を実施することを目的として、教
育課程編成委員会を設置する。委員会は次の各号に掲げる事項を審議し、授業科目の開設や授業方法の改善・工夫に生
かす。
　（１）カリキュラムの企画・運営・評価に関する事項
　（２）各授業科目の内容・方法の充実及び改善に関する事項
　（３）教科書・教材の選定に関する事項
　（４）その他、教員としての資質・能力の育成に必要な研修に関する事項等
またより正確に業界における動向や求められる人材要件を把握するため、就職・実習先企業や業界団体、資格・検定団体
等と関係性を深め、幅広く連携を図ることで、業界の求めるニーズを確実に捉え、本校のカリキュラムや授業内容に反映す
る。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会での審議を通じて示された企業等の要請その他の情報・意思を十分に生かし、実践的かつ専門的な
職業教育を実施するに相応しい教育課程の編成を協力して行うものとして位置づけ、学校長の下に置くこととする。
具体的には、審議を通じて示された教育課程編成に係る意見を基に、副校長および各校教務チームによって教育課程お
よびシラバスの改善素案が作成され、スポーツ分野専門委員会（別紙組織図：各専門委員会）にて提案される。
提案に基づき、スポーツ分野専門委員会にて審議の上、次年度の教育課程およびシラバスに改善内容が反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

高橋　百合子 スポーツクラブルネサンスライカム24支配人
令和4年4月1日～令和5年3月
31日（1年）前年度の同企業前
任者より引継ぎ

令和4年9月30日現在

吉沢　美香 沖縄リゾートアンドスポーツ専門学校　教務課長
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（8月、1月）

（開催日時（実績））
令和3年11月30日　18:00～19:15
令和4年8月22日　15:00～17:00

笠原　美紀 沖縄リゾートアンドスポーツ専門学校　教務主任
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

菅井　悠斗
沖縄リゾートアンドスポーツ専門学校
スポーツトレーナー科チーフ

令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

実践的かつ専門的な職業教育を実施し、明日のスポーツ業界を担う人材を養成するためには、教員一人ひとりが常に業
界ならびに実務に関する最新の知識を持ち、指導スキルを身につけようという向上心がなければならない。そのために、
「研修等に係る諸規程」に基づき、毎年計画的に以下の研修を実施し、教員に研修を受けさせることを基本方針とする。
・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識・技術・技能を修得するための研修
・企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修

専門教育力、キャリア指導力向上セミナー 連携企業等：

問題解決力向上研修 連携企業等： 株式会社ウィルシード

令和3年10月13日(水)～10月14日(木) 対象： 担任教員1名

組織視点を持ち、解決すべき問題を考える。自分の成果だけでなく、組織の成果を出す視点を学ぶ。

巻き込み力向上研修 連携企業等： 株式会社ウィルシード

令和3年7月5日(月)～7月6日(火) 対象： 担任教員2名

株式会社クラブビジネスジャパン

株式会社ヘルスケアグループファルコン

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

ポストコロナを踏まえての専門教育、キャリア指導のポイントを学ぶ。

スポーツ健康業界の理解向上セミナー 連携企業等： 株式会社Aesta

令和3年度8月20日(金) 対象： 担任教員6名

令和3年8月20日(金)

マシントレーニング、フリーウエイトトレーニングにおける適
切なデモンストレーション技能を習得し、指導テクニックを
身につける。

株式会社ヘルスケアグループファルコン

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実践的な指導を施すにあたり、スポーツ業界における実践的かつ専門的な知識・技術およびその指導力が得られる企業
等を選定し、実践計画の作成から連携を図る。スポーツ業界の求める人材要件に沿った計画、および評価基準・方法を設
定し、企業等からのフィードバックに基づいた成績評価を行うことを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

トレーニング実践と指導Ⅰ

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

トレーニング実践と指導Ⅱ
マシントレーニング、フリーウエイトトレーニングにおける適
切なデモンストレーション技能を習得し、指導テクニックを
身につける。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

■授業内容について：連携企業の職員の方に本校のトレーニングルームにて現場を想定した授業を実施頂き、スポーツ業
界に必要なマシントレーニング、ウエイトトレーニングにおける技術・指導テクニックを習得する
■評価について：連携企業による項目別の評価をもとに成績付けを行い、成績認定を行うものとする

対象： 担任教員6名

カオスマップを用いて、スポーツ健康業界の動向を学ぶ。

②指導力の修得・向上のための研修等

複数の生徒、関係者と学校創りや、仕事を進めていくために必要な考え方と手法を学ぶ。

マネージメントの原理、原則、ケースワーク研修 連携企業等： 株式会社リクルートマネジメントソリューションズ

令和3年7月5日(月)～7月6日(火) 対象： 担任教員1名

WEB学習と集合型研修を組み合わせ、マネージメントの原理原則を学ぶとともに、職場実践による経験学習を通じてマネージメントを学ぶ。

キャリアデザインセミナー 連携企業等： 株式会社ウィルシード

令和3年7月15日(木)～7月16日(金) 対象： 担任教員1名

今後の自分と社会の可能性を想像し教員という仕事や学校に対するエンゲージメントを高める。自己の視野を拡大する。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

令和4年年10月11日(火)～10月12日(水) 対象： 担任教員2名

複数の生徒、関係者と学校創りや、仕事を進めていくために必要な考え方と手法を学ぶ。

巻き込み力向上研修 連携企業等： 株式会社ウィルシード

担任教員1名

スポーツチーム、スポーツ業界の現状、今後の展望について学ぶ。

業界動向を踏まえた、最新教育ツールの活用方法 連携企業等： 株式会社CODE7

令和4年8月19日(金) 対象： 担任教員6名

業界動向を踏まえた、最新教育ツールの活用方法について学ぶ。

対象： 担任教員6名

①専攻分野における実務に関する研修等

（３）学校関係者評価結果の活用状況
就職率・進路決定率においては良い結果を残すことができているが、関係者より資格・検定取得率、合格率の向上や、更
なる実習先の確保、授業の質向上などの改善点があるとのご意見を頂いた。意見を踏まえ、新たに導入したスワイプビデ
を活用した動作解析ツールを教材として使用できるか検討を始めた。また資格取得の際の学習ツールとしてのスマートフォ
ンアプリの導入を検討している。

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 -

（３）研修等の計画

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

沖縄県におけるスポーツチーム、スポーツ業界の現状と展望 連携企業等： 琉球フットボール株式会社

令和4年7月13日(水)

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係者として、業界の企業様や卒業生・地域団体住民・高校関係者等と共に、学校関係者評価委員会を設置し、当該専門分野
における実務に関する知見を活かして、教育目標や教育環境等について評価し、その結果を次年度の教育活動及び学校運営の改善
の参考とする。学校関係者評価は、「私立専門学校等評価研究機構　専門学校等評価基準」の評価項目を使用して実施した自己点
検・自己評価の結果を基に「専修学校における学校評価ガイドライン」に則って実施することを基本方針とする。また、評価結果は学校
のホームページで公表する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

組織視点を持ち、解決すべき問題を考える。自分の成果だけでなく、組織の成果を出す視点を学ぶ。

キャリアデザインセミナー 連携企業等： 株式会社ウィルシード

令和4年9月12日(月)～9月13日(火) 対象： 担任教員1名

今後の自分と社会の可能性を想像し教員という仕事や学校に対するエンゲージメントを高める。自己の視野を拡大する。

マネージメントの原理、原則、ケースワーク研修 連携企業等：

問題解決力向上研修 連携企業等： 株式会社ウィルシード

令和4年9月7日(水)～9月8日(木) 対象：

株式会社リクルートマネジメントソリューションズ

令和4年10月12日(水)～10月14日(金)

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

対象： 担任教員1名

マネジメントの原理原則の体系的に習得し、職場でのマネジメントレベルを向上させる。

※（１０）及び（１１）については任意記載。



種別
その他校長が必
要と認める者

企業等委員

教育に関し知見
を有する者

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期
令和4年9月30日現在

真下　雄貴 株式会社ビルネット　営業本部
令和4年4月1日～令和5年3月
31日

柏木　千明 株式会社ルネサンス　ライカム24フィットネスチーフ
令和4年4月1日～令和5年3月
31日

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（☑ホームページ）
URL： https://www.sanko.ac.jp/disclosure/okinawa-sports/docs/kankeisya.pdf
公表時期： 令和4年7月26日

飛鳥未来きずな高等学校　沖縄キャンパス主幹教諭
令和4年4月1日～令和5年3月
31日岡田　真希

（２）各学科等の教育 学科概要、カリキュラム、シラバス、客観的な指標の算出方法、卒業要件、目指すべき人材像、取得可能資格、就職実績

（３）教職員 教員数、組織、専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み、実習実技への取り組み

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
「専門学校における情報提供等への取り組みに関するガイドライン」に則って情報提供を実施することで、学校の指導方針
や課題への対応方策等に関し、教職員・生徒間、学校・家庭間の共通理解が深まり、教育活動の活性化や学校運営の円
滑化につなげること。また、入学希望者やその保護者に対し、進路選択にあたっての有用な情報を提供すると共に、一人
一人の能力・適性にあった望ましい進路の実現に資すること。そして、キャリア教育・職業教育をはじめとした教育活動の状
況等について、業界関係者に情報提供することで、相互の対話が促され、実習、就職指導等企業等との連携による活動の
充実や、業界等のニーズを踏まえた教育内容・方法の改善につなげることを基本方針とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標および計画

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価結果
（１０）国際連携の状況 -

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事
（６）学生の生活支援 生活上の諸問題への対応
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、就学支援

（☑ホームページ）
URL： https://www.sanko.ac.jp/disclosure/okinawa-sports/docs/kankeisya.pdf
公表時期： 令和4年7月26日

（１１）その他 -
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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習
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習
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外
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兼
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1 ○ 機能解剖学Ⅰ
身体運動の基礎となる骨・筋・関節またそれ
に関連するものについて、その名称・位置・
機能について学ぶ。

1
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

2 ○ 機能解剖学Ⅱ
身体運動の基礎となる骨・筋・関節またそれ
に関連するものについて、その名称・位置・
機能について学ぶ。

1
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

3 ○
身体運動の基
礎科学Ⅰ

スポーツ科学の基礎的領域のうち、スポーツ
生理学とスポーツバイオメカニクスについて
学習する。

1
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

4 ○
身体運動の基
礎科学Ⅱ

スポーツ科学の基礎的領域のうち、スポーツ
生理学とスポーツバイオメカニクスについて
学習する。

1
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

5 ○
スポーツ栄養
学Ⅰ

運動指導に必要な栄養学の基礎を学び、食生
活の改善ができるよう理解する。

1
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

6 ○
スポーツ栄養
学Ⅱ

運動指導に必要な栄養学の基礎を学び、食生
活の改善ができるよう理解する。

1
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

7 ○
トレーニング
理論Ⅰ

対象や目的に応じて、科学的根拠に基づく適
切な運動プログラムを作成・指導するために
必要な知識を習得させる。

1
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

8 ○
トレーニング
理論Ⅱ

対象や目的に応じて、科学的根拠に基づく適
切な運動プログラムを作成・指導するために
必要な知識を習得させる。

1
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

9 ○
トレーニング
実践と指導Ⅰ

マシントレーニング、フリーウエイトトレー
ニングにおける適切なデモンストレーション
技能を習得し、指導テクニックを身につけ
る。

1
年
・
前
期

30 1 ○ ○ ○ ○

10 ○
トレーニング
実践と指導Ⅱ

マシントレーニング、フリーウエイトトレー
ニングにおける適切なデモンストレーション
技能を習得し、指導テクニックを身につけ
る。

1
年
・
後
期

30 1 ○ ○ ○ ○

11 ○
トレーニング
理論Ⅲ

ＪＡＴＩ認定トレーニング指導者専門科目に
必要な知識を身につける。

2
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化・教養専門課程スポーツトレーナ科）令和4年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



12 ○
トレーニング
理論Ⅳ

ＪＡＴＩ認定トレーニング指導者専門科目に
必要な知識を身につける。

2
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

13 ○
トレーニング
実践と指導Ⅲ

パワー向上トレーニングにおける適切なデモ
ンストレーション技能を習得する。

2
年
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

14 ○
トレーニング
実践と指導Ⅳ

パワー向上トレーニングにおける適切なデモ
ンストレーション技能を習得する。

2
年
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

15 ○
運動障害の予
防と救急処置
Ⅰ

運動指導を行う上で、欠かせない内科的およ
び外科的障害に関する知識とその救急処置の
方法を学習する。

1
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

16 ○
運動障害の予
防と救急処置
Ⅱ

運動指導を行う上で、欠かせない内科的およ
び外科的障害に関する知識とその救急処置の
方法を学習する。

1
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

17 ○
運動指導の心
理学

運動指導を行う上で運動と心の関係を理解
し、対象者に適切なかかわりを促進すること
ができるようになる。

1
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

18 ○
体力測定と評
価

運動指導を行う上で、指導対象者の現状把握
は欠かせない。
この授業では、主に体力要素の測定と評価に
ついて学習していく。

1
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

19 ○
スポーツスト
レッチ実践

スポーツトレーナーにとって、ストレッチン
グに関する正しい知識と技能は必要不可欠な
ものである。
スポーツトレーナーに必要なストレッチング
に関する正しい知識と技能を学習する。

1
年
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

20 ○
スポーツテー
ピング実践Ⅰ

スポーツ現場で頻繁に発生する外傷・障害の
対処に欠かせないテーピングを用いて、各部
位の外傷・障害に対するテーピングの理論と
巻き方を学習する。

1
年
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

21 ○
グループエク
ササイズ指導
実践

集団指導を行うための知識・技術や楽しく運
動するための要素である音楽に合わせて行う
指導（グループエクササイズ）に必要な技術
を修得する。

1
年
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

22 ○
ビ ジ ネ ス マ
ナーⅠ

立ち居振る舞いや言葉づかい、お客様対応など、好
印象を与えることのできる接客・接遇の理論を学習
する。また、社会人が知っておくべきマナーを理解
し、必要な場面に応じた振る舞いを習得する。

1
年
・
前
期

15 1 ○ ○ ○

23 ○
ビ ジ ネ ス マ
ナーⅡ

立ち居振る舞いや言葉づかい、お客様対応など、好
印象を与えることのできる接客・接遇の理論を学習
する。また、社会人が知っておくべきマナーを理解
し、必要な場面に応じた振る舞いを習得する。

1
年
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

24 ○
未来デザイン
プログラムⅠ

三幸学園の教育理念である「技能と心の調和」を体
現する為の授業として、7つの習慣を体系的に学ぶ
ことで、社会人／職業人としてあるべき人格を高
め、主体性を発揮して物事にチャレンジできる人材
に成長する。

1
年
・
前
期

15 1 ○ ○ ○



25 ○
未来デザイン
プログラムⅡ

三幸学園の教育理念である「技能と心の調和」を体
現する為の授業として、7つの習慣を体系的に学ぶ
ことで、社会人／職業人としてあるべき人格を高
め、主体性を発揮して物事にチャレンジできる人材
に成長する。

1
年
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

26 ○
イ ン タ ー ン
シップ実習特
論

トレーナーの仕事や役割を理解し、今後始ま
る実習に向け必要な知識・技術・心得を修得
する。

1
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

27 ○
健康づくり運
動の実際

国の施策を理解したうえで、運動プログラム
の作成に必要な知識を身につける。

2
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

28 ○
動作分析とエ
クササイズ処
方Ⅰ

動作の評価からトレーニングの選択指導方法
を身につける。

2
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

29 ○
動作分析とエ
クササイズ処
方Ⅱ

動作の評価からトレーニングの選択指導方法
を身につける。

2
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

30 ○
トレーニング
の測定と評価

トレーニング指導者が実施するパフォーマン
ステストの種類と意味について理解し、
フィードバックに必要なデータ処理について
も実践を交えて学ぶ。

2
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

31 ○
ピラティス理
論

ピラティスという運動療法を通して、実際の
現場で即戦力として活躍できる人材となるた
めの基礎知識の習得を目指す。

2
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

32 ○
ピラティス実
践

ピラティスという運動療法を通して、実際の
現場で即戦力として活躍できる人材となるた
めの実践的な指導力を身につける。

2
年
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

33 ○ 運動指導実践
健康運動実践指導者取得にあたり必須となる
実技試験の内容を学び、専門的知識と指導技
術を高める。

2
年
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

34 ○
運動指導特論
Ⅰ

健康運動実践指導者取得にあたり必須となる
筆記試験の内容を学び、専門的知識を高め
る。

2
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

35 ○
運動指導特論
Ⅱ

健康運動実践指導者取得にあたり必須となる
筆記試験の内容を学び、専門的知識を高め
る。

2
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

36 ○
トレーニング
特論Ⅰ

JATI-ATI合格に向けた試験対策を重点化し、
出題頻度の高い分野の学習と模擬問題を解き
基礎学力を高める。

2
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

37 ○
トレーニング
特論Ⅱ

JATI-ATI合格に向けた試験対策を重点化し、
出題頻度の高い分野の学習と模擬問題を解き
基礎学力を高める。

2
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○



38 ○
未来デザイン
プログラムⅢ

学校や社会でおこる「不都合な現実」の乗り
越え方を学ぶ。

2
年
・
前
期

15 1 ○ ○ ○

39 ○
スポーツテー
ピング実践Ⅱ

各部位の外傷・障害に対するテーピングの理
論と巻き方を学習する。

2
年
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

40 ○
コアコンディ
ショニング指
導実践

健康教育に関わる者として、コアコンディ
ショニングの概念および手法を用いたコン
ディショニング指導方法を習得する。

2
年
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

41 ○
パーソナルト
レーニング実
践

パーソナルトレーナーとしての専門知識、ト
レーニング理論、ストレッチ、カウンセリン
グなど指導できる事を目標とする。

2
年
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

42 ○
ボディメイク
トレーニング
実践

自身のカラダを変える、”ボディメイク”に関する
スキル・知識を習得し、自身がなりたいカラダにな
ることおよび、その素晴らしさを伝えることができ
るようになる。

2
年
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

43 ○
ボディリラク
ゼーション実
践

1年次に学習した 解剖学をはじめとした「身体に関
する知識」や「サービス業の知識」 を活かし、
実際のお客様に提供できるレベルの 施術技術 や
コミュニケーションの取り方 を学習する。

2
年
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

44 ○
シニアフィッ
トネス指導実
践

高齢者人口増加に伴う、健康・予防サービスの重要
性を知る。高齢者の身体機能や特徴を理解し運動指
導をできるようになる。

2
年
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

45 ○
キャリア教育
Ⅰ

本格化する就職活動に向けて、自ら積極的に
動き、採用試験に臨ませる。

1
年
・
前
期

15 1 ○ ○ ○

46 ○
キャリア教育
Ⅱ

本格化する就職活動に向けて、自ら積極的に
動き、採用試験に臨ませる。

1
年
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

47 ○
キャリア教育
Ⅲ

本格化する就職活動に向けて、自ら積極的に
動き、採用試験に臨ませる。

2
年
・
前
期

15 1 ○ ○ ○

48 ○
キャリア教育
Ⅳ

本格化する就職活動に向けて、自ら積極的に
動き、採用試験に臨ませる。

2
年
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

49 ○
イ ン タ ー ン
シップ実習Ⅰ

多岐に渡るスポーツトレーナーの仕事を、「見て、
知り、理解をすること」および、トレーナーとして
の業務の一部を「実践してみること」を主なねらい
とし、キャリアプランを創造する。

1
年
・
前
期

96 3 ○ ○ ○

50 ○
サービスラー
ニング演習Ⅰ

イベント運営の一員として参加者へ喜んでもらうこ
と・楽しんでもらうことを体感し「ささえるスポー
ツ」の楽しさを知り、社会的活動を通して社会人と
して必要な資質・能力を高めることができる。

1
年
・
後
期

15 1 ○ ○ ○



51 ○ 総合演習Ⅰ
スポーツ業界が専門学校に求める『専門性』『コ
ミュニケーション』『ビジネス力』『イノベーショ
ン(創造する)力』を個々が総合的に身につける。

1
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

52 ○ 総合演習Ⅱ
スポーツ業界が専門学校に求める『専門性』『コ
ミュニケーション力』『ビジネス力』『イノベー
ション(創造する)力』を個々が総合的に身につける

1
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

53 ○
イ ン タ ー ン
シップ実習Ⅱ

多岐に渡るスポーツトレーナーの仕事の中で、各分
野に特化した内容および、「授業で得た知識、技術
を実践すること」を主なねらいとし、実際にトレー
ナーとしてのスキルを磨いていく。

2
年
・
前
期

96 3 ○ ○ ○

54 ○
サービスラー
ニング演習Ⅱ

ボランティア・メンバーとイベント主催者と
の「かけはし」となる存在を目指す。

2
年
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

55 ○ 総合演習Ⅲ

運動指導施設では指導以外の業務でも活躍が求めら
れる為、自ら運動施設を運営する実習を通して実際
のスポーツ現場で行われている企画・準備・運営方
法を習得する。また、ICTリテラシーを高め、ICTを
活用した配信方法を習得する。

2
年
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

56 ○ 総合演習Ⅳ

運動指導施設では指導以外の業務でも活躍が求めら
れる為、自ら運動施設を運営する実習を通して実際
のスポーツ現場で行われている企画・準備・運営方
法を習得する。また、ICTリテラシーを高め、ICTを
活用した配信方法を習得する。

2
年
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

56

期

週

合計 科目 92 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合について
は、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件：
本校に修業年限以上在学し、所定の単位を修得し校長に卒業を認めら
れた者に、卒業の認定を行う。

履修方法： 原則として教育課程に定められている順序で履修する

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）


